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可愛い蕾が恥ずかしそうに顔を出す 

君の指先は春を呼び 

街をパステルカラーに変えている 

平成20年３月15日　発行　 

編集・発行 

印刷　グランド印刷株式会社 

〒771-1292 
徳島県藍住町企画調整課 
Tel. 088-637-3124（毎月15日発行） 

３月号 

人　口 33,018人 （＋23） 

　男　 15,889人 （＋23） 

　女 17,129人 （±０） 

世帯数 11,827戸 （＋31） 
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任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
、
２
月　

日
に
告
示
さ
れ
、
定
員　

人
の

１２

１６

議
席
に
対
し　

人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。　

１７

１７

日
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
東
保
育
所

な
ど
９
か
所
で
投
票
、
同
日
午
後
８
時　

分
５０

か
ら
藍
住
中
学
校
体
育
館
で
開
票
作
業
が
行

わ
れ
、　

人
の
新
選
良
が
誕
生
し
ま
し
た
。

１６

　

投
票
率
は
、　

・　

（
前
回　

・　

）
％

５５

０６

６１

０３

で
し
た
。

　

な
お
、
新
議
員
の
任
期
は
平
成　

年
２
月

２０

　

日
か
ら
平
成　

年
２
月　

日
ま
で
の
４
年

２９

２４

２８

間
で
す
。

町
議
会
・
新
議
員　

人
決
ま
る

１６

1 , 
3
7
6
票

西
川　

良
夫
・　

歳
６０

①
公
・
新　

②
会
社
員

③
奥
野　

④
１

9
5
1
票

林　
　
　

茂
・　

歳
６７

①
共
・
現　

②
団
体
役
員

③
勝
瑞　

④
２

　

晴
れ
の
当
選
者

得
票
順

敬
称
略

���

���

得
票
数

氏
名
・
年
齢
（
２
月　

日
現
在
）

１７

①
所
属
・
新
旧
別　

②
職
業

③
住
所　

④
当
選
回
数

1 , 
3
9
7
票

江
西　

博
文
・　

歳
５８

①
無
・
現　

②
大
建
工
業

株
式
会
社
取
締
役

③
住
吉　

④
２

1 , 
0
1
4
票

佐
野　

慶
一
・　

歳
５９

①
無
・
現　

②
有
限
会
社

佐
野
自
動
車
代
表
取
締
役

③
東
中
富　

④
４

1 , 
5
5
0
票

永
浜
茂
樹
・　

歳
６７

①
無
・
現　

②
会
社
役
員

③
矢
上　

④
３

1 , 
0
3
6
票

古
川　

義
夫
・　

歳
６１

①
無
・
現　

②
農
業　
　

③
住
吉　

④
３

9
0
3
票

森　
　

志
郎
・　

歳
５５

①
無
・
現　

②
会
社
役
員

③
矢
上　

④
５

　

◎
当
日
有
権
者
数　

2
5 , 
5
3
2
人

　
　
　
　
　
　
　

男　

1
2 , 
1
2
9
人

　
　
　
　
　
　
　

女　

1
3 , 
4
0
3
人

　

◎
投
票
総
数　
　
　

1
4 , 
0
5
7
票

　

◎
有
効
投
票
数　
　

1
3 , 
8
5
6
票

　

◎
無
効
投
票
数　
　
　
　
　
 
2
0
1
票

6
8
8
票

木
内
眞
三
郎
・　

歳
７２

①
無
・
現　

②
会
社
役
員

③
東
中
富　

④
３

3
4
7
票

西
岡　

恵
子
・　

歳
５８

①
無
・
現　

②
自
営
業　

③
富
吉　

④
３

5
1
5
票

奥
村　

晴
明
・　

歳
５８

①
無
・
現　

②
自
営
業　

③
徳
命　

④
４

5
5
4
票

小
堀　

克
夫
・　

歳
６７

①
無
・
現　

②
小
堀
住
建

有
限
会
社
代
表
取
締
役

③
笠
木　

④
２

9
2
8
票

小
西　

浩
昭
・　

歳
４７

①
共
・
新　

②
政
党
役
員

③
奥
野　

④
１

5
6
4
・
9
2
8
票

喜
田　

敏
夫
・　

歳
６３

①
無
・
現　

②
無
職

③
奥
野　

④
４

6
0
9
票

平
石　

賢
治
・　

歳
３１

①
無
・
新　

②
自
営
業　

③
奥
野　

④
１

6
5
2
・
0
7
1
票

喜
田　
　

修
・　

歳
７３

①
無
・
現　

②
サ
ー
ビ
ス
業

③
東
中
富　

④
８

6
5
7
票

小
川　

幸
英
・　

歳
５６

①
無
・
現　

②
有
限
会
社

は
と
や
社
長

③
住
吉　

④
２
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議長 奥村晴明氏　副議長 小堀克夫氏に 

常
設
委
員
会　

〈
議
会
運
営
委
員
会
〉

◎
佐
野
慶
一
○
古
川
義
夫
・
永
浜
茂

樹
・
喜
田
敏
夫
・
喜
田
修
・
江
西
博

文特
別
委
員
会

〈
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
〉

◎
林
茂
○
西
川
良
夫
・
喜
田
修
・
古

川
義
夫
・
西
岡
恵
子
・
江
西
博
文
・

小
西
浩
昭
・
奥
村
晴
明

〈
合
併
調
査
特
別
委
員
会
〉

◎
小
堀
克
夫
○
平
石
賢
治
・
永
浜
茂

樹
・
佐
野
慶
一
・
木
内
眞
三
郎
・
喜

田
敏
夫
・
小
川
幸
英
・
森
志
郎

〈
防
災
対
策
特
別
委
員
会
〉

◎
永
浜
茂
樹
○
林
茂
・
喜
田
修
・
古

川
義
夫
・
平
石
賢
治
・
西
川
良
夫
・

江
西
博
文
・
小
西
浩
昭
・ 

小
堀
克
夫

〈
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
〉

◎
西
岡
恵
子
○
小
西
浩
昭
・
喜
田
敏

夫
・
平
石
賢
治
・
西
川
良
夫

常
任
委
員
会

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

〈
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〉

◎
永
浜
茂
樹
○
平
石
賢
治
・
木
内
眞

三
郎
・
西
岡
恵
子
・
小
西
浩
昭
・ 

森

志
郎

〈
建
設
産
業
常
任
委
員
会
〉

◎
喜
田
敏
夫
○
林
茂
・
佐
野
慶
一
・

古
川
義
夫
・
西
川
良
夫

〈
厚
生
常
任
委
員
会
〉

◎
江
西
博
文
○
小
堀
克
夫
・
喜
田
修
・

小
川
幸
英
・
奥
村
晴
明

一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員

〈
板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
議
員
〉

喜
田
敏
夫
・
江
西
博
文

〈
板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
議
員
〉

奥
村
晴
明
・
小
堀
克
夫

〈
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
〉

小
堀
克
夫

（
敬
称
略
）

　

こ
の
臨
時
議
会
で
は
、
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
も
提
出
さ

れ
、
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
監

査
委
員
に
森
志
郎
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
政
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
近
藤

キ
ヌ
子
さ
ん
（
徳
命
）
か
ら　

万
円

５０

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
早
速
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購
入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
の
貸
し
出
し
に

備
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ご
厚
志

に
感
謝
し
ま
す
。

主
な
調
査
内
容

①
行
財
政
運
営
に
関
す
る
調
査
研
究

②
消
防
・
防
災
対
策
に
関
す
る
調

査
研
究

③
学
校
・
社
会
教
育
に
関
す
る
調

査
研
究

④
文
化
の
振
興
に
関
す
る
調
査
研
究

主
な
調
査
内
容

①
道
路
・
そ
の
他
の
土
木
施
設
の

整
備
及
び
水
道
事
業
に
関
す
る

調
査
研
究

②
産
業
・
商
工
業
及
び
観
光
対
策

に
関
す
る
調
査
研
究

主
な
調
査
内
容

①
福
祉
・
保
健
衛
生
に
関
す
る
調

査
研
究

②
環
境
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究

各
委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ
る

　

町
監
査
委
員
に

　
　
　
　

森　

志
郎
氏

町
に
寄
付
金

　

改
選
後
初
の
臨
時
議
会
が
、
２
月　
２９

日
に
招
集
さ
れ
、
奥
村
晴
明
氏
が
第　
３３

代
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
続
い
て
行
わ
れ
た
副
議
長
選

挙
で
は
小
堀
克
夫
氏
が
第　

代
副
議
長

３３

に
当
選
し
ま
し
た
。

【
奥
村
晴
明
氏
の
略
歴
】

平
成
４
年
２
月
初
当
選
。
４
期
目
。

第　

代
副
議
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委

３２
員
長
、
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
委
員

長
、
同
和
対
策
特
別
委
員
会
副
委
員
長
、

環
境
衛
生
特
別
委
員
会
副
委
員
長
な
ど

を
歴
任
。

【
小
堀
克
夫
氏
の
略
歴
】

平
成　

年
２
月
初
当
選
。
２
期
目
。

１６

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
厚
生
常
任

委
員
会
副
委
員
長
、
防
災
対
策
特
別
委

員
会
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
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４月から後期高齢者医療制度が始まります 

資　格 

被保険者証等 

医療費の負担 

保険料 

　老人保健に該当する方（65歳から74歳の一定の障害による認定者含む）に、後期高齢者医療制度が

始まることに伴い、新しい被保険者証が徳島県後期高齢者医療広域連合から３月下旬に交付されます。 

 

 

　現在老人保健に加入している方は、国保又は被用者保険から脱退し、自動的に後期高齢者医療の被

保険者となります。 

　ただし、老人保健制度で障害認定を受けられている65歳から74歳までの方は、その申請を取り下

げすることにより、後期高齢者医療制度に加入しないことができます。その際は、引き続き国保又は

被用者保険に加入していただくことになります。 

　 

 

　４月１日からは「後期高齢者医療被保険者証」（りんどう色）

１枚を病院などで提示してください。 

　今まで使用していた「老人医療受給者証」「健康保険被保険

者証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」「特定疾病療養

受療証」は３月末で使えなくなります。 

　現在、「限度額適用・標準負担額減額認定証」「特定疾病療

養受療証」をお持ちの方は、３月下旬に後期高齢者医療広域連

合から新しい証を交付します。 

 

 

　病気やけがで診療を受けるときは、医療費の１割（現役並み

所得者は３割）を窓口で支払います。 

 

 

　保険料＝均等割額（40,774円）＋所得割額 

　※（所得割額：被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等×所得割率7.43％） 

　※低所得の方は、均等割額の７割・５割・２割軽減措置があります。 

 

詳しくは「徳島県後期高齢者医療広域連合」のホームページをご覧ください。保険料シュミレー

ションシステムで後期高齢者医療保険料を計算することができます。 

※アドレス　http://www.koukikourei -tokushima.jp/index.php 

 

 

 

　後期高齢者医療制度に切り替わる直前に、国保以外の健康保険で被扶養者になっていた方の保

険料は、平成20年４月から９月までは徴収されず、10月から平成21年３月分までは９割減額され

た金額となり、徳島県の場合10月から翌年３月の半年間の総額で約2,000円の保険料となります。 

　具体的なお支払い方法については、９月下旬頃にお知らせする予定です。 

 

　　　保健衛生課　（　637・3115） 

保険料徴収の凍結 



5 　　　　  No.765 ■ 広報あいずみ

４月１日以降は、今回お届けの保険証を医療機関の窓口で必ず提示してください。 
　国民健康保険証の有効期限は次のとおりとなり、新しい証は有効期限の前日までにお届けします。 

①　平成21年３月31日までに75歳になる方がいる世帯 

　　→　有効期限は75歳の誕生日前日 

②　平成21年３月31日までに65歳になる方（退職者医療該当）がいる世帯 

　　→　有効期限は65歳の誕生日が属する月の末日（１日が誕生日の場合は、前月の末日） 

①②以外の方→　有効期限は平成21年３月31日 

 

　高齢受給者証の有効期限は次のとおりです。 

①　平成20年７月31日までに75歳になる方→　有効期限は75歳の誕生日前日 

　　・後期高齢者医療該当になりますので、新しい証を送付します。 

②　平成20年７月31日までに75歳になる方の退職被扶養者→　有効期限は①と同じ 

　　・資格を変更した新しい証を送付します 

①②以外の方→　有効期限は平成20年７月31日 

　　・８月１日以降有効の証を７月下旬にお届けします。 

＊対象者は国民健康保険被保険者で 

昭和８年４月１日～昭和13年４月１日生まれの方です。これ以後の対象者には随時送付します。 

 

皆さんの納める保険税が国保を支えています 
　国民健康保険は、皆さんが保険税を納めることで成り立っている制

度です。皆さんが病気やケガなどで治療をうけたとき、医療費の一部

を負担するだけで済むのも国民健康保険が残金を支払っているためで、

国保税を納めない人がいると国保のお金が不足し、ほかの人の負担が

重くなったり、お医者さんでの負担金が増えたりしかねません。 

　国保税は自分のため、みんなのために必ず納めなくてはいけないの

です。 

 

保険税を納めないと… 
１　納期限を過ぎると督促が行われます。 

２　通常より期間の短い保険証を交付します。 

３　滞納が１年を超えると、資格証明書が交付されお医者さんにかか

るとき全額自己負担することになります。 

４　国保から支給される療養費・高額療養費・出産育児一時金・葬祭

費等が差し止めになります。 

５　さらに滞納が続いた場合、財産の差し押さえなど処分を受けるこ

とがあります。 

 

お早めにご相談ください 
特別な事情があるときは、申請により保険税の分割納付等ができる場

合がありますのでご相談ください。 

　保健衛生課（　637・3115） 

国民健康保険証　前期高齢受給者証は３月20日以降に郵送します 
～記載内容に間違いがないか確認しましょう～ 

国民健康保険証　前期高齢受給者証は３月20日以降に郵送します 
～記載内容に間違いがないか確認しましょう～ 

�町税の納め忘れは

ありませんか�

　税務課では、３月から５月

にかけて、町税の未納がある

お宅にご通知するなど徴収に

力を入れています。

　口座振替をご利用の方で、

残不足のため未納となってい

る場合も多く見受けられます。

今一度ご確認のうえ、納め忘

れがありましたら早急に納め

るようお願いします。

　納付書を紛失された方や、

納税についての相談がある方

は、税務課までご連絡くださ

い。

●問 　税務課（�６３７・３１１７）

〒 
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険
証
の
提
示
だ
け
で
受
診
で
き
ま
す
。
こ
の

制
度
の
変
更
に
伴
い
、
該
当
す
る
方
に
は
新

し
い
受
給
者
証
を
３
月
下
旬
頃
送
付
し
ま
す
。

●問
 
　

福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　

４
月
１
日
か
ら
重
度
医
療
受
給
者
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
方
の
医
療

費
に
つ
い
て
支
払
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
償
還
払
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

窓
口
負
担
が
無
く
な
り
受
給
者
証
と
健
康
保

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
助
成
制
度　
　
　
　
　
　

　
　
　

（
後
期
高
齢
者
医
療
適
用
者
分
）が
変
わ
り
ま
す

　

今
ま
で
町
が
実
施
し
て
い
た
基
本
健
診

は
、
４
月
か
ら
、
各
医
療
保
険
者
が
実
施

す
る
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
変
わ

り
ま
す
。
受
診
券
は
各
医
療
保
険
者
か
ら

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
医
療
費
削
減

を
は
か
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
を
積
極
的
に
受
け
ま

し
ょ
う
！

①　

医
療
保
険
者
（
組
合
健
保
･
政
府
管

掌
健
康
保
険
･
共
済
組
合
･
国
保
）
の

責
任
に
お
い
て
、
被
保
険
者
及
び
被
扶

養
者
へ
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

②　

特
定
健
診
の
結
果
に
よ
り
、
糖
尿
病

等
生
活
習
慣
病
予
備
群
の
人
へ
の
特
定

保
健
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
生
活
習
慣

を
改
善
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

③　

特
定
健
診
の
受
診
率
が
低
い
と
、
平

成　

年
度
以
降
、
保
険
料
が
上
が
り
ま

２５
す
。

●問
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

定
期
の
予
防
接
種
実
施
要
領
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年　

代
か
ら　

代
の
若
者
の
間
で
麻

１０

２０

し
ん
が
流
行
し
た
た
め
、
定
期
の
予
防
接

種
実
施
要
領
が
改
正
さ
れ
、　

歳
と　

歳

１３

１８

の
方
を
対
象
に
２
回
目
の
予
防
接
種
を
受

け
る
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
対
象
と

な
る
方
に
は
４
月
以
降
に
予
診
票
を
送
付

し
ま
す
。

●問
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
！

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

３　

ひ
と
り
親
世
帯

　

母
子
・
父
子
家
庭
の
う
ち　

歳
未
満
（
平

１８

成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
者
を
養

育
す
る
世
帯

支

給

額　

１
世
帯
あ
た
り
2
0
0
0
円

（
平
成　

年
度
限
り
）

１９

申
請
期
限　

平
成　

年
３
月　

日

２０

３１

※
な
お
、
要
件
に
該
当
す
る
生
活
保
護
受
給

世
帯
の
方
に
は
支
給
済
み
で
す
。

●問
 

・
●申
 
　

福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

◎
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」

　

場　
　

所　

中
央
保
育
所

　

開
設
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

３０

◎
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」

　

場　
　

所　

東
保
育
所

　

開
設
日
時　

火
曜
日
〜
木
曜
日

　

午
前
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

３０

　

内
容

　

・
育
児
相
談

　

・
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供

　

・
教
室
開
放

　

・
親
子
教
室　

４
月　

日
（
火
）
か
ら

２２

　
　

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日　

　
　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　

い
つ
で
も
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●問
 
　

中
央
保
育
所
（
�
６
９
２
・
３
１
０
５
）

　
　

東

保

育

所
（
�
６
４
１
・
３
０
４
５
）

　

町
で
は
、
今
冬
の
原
油
価
格
の
高
騰
が
日

常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
世

帯
に
対
し
て
、
冬
期
間
に
お
け
る
灯
油
等
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
金
の
支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉

課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
支
給
要
件
〉

①
平
成　

年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
以
降
、

２０

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

②
平
成　

年
度
の
町
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

１９

世
帯
で
あ
る
こ
と

③
基
準
日
に
お
い
て
、
１
〜
３
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯
で
あ
る
こ
と

※
た
だ
し
、
世
帯
員
全
員
が
社
会
福
祉
施
設

等
に
入
所
し
、
又
は
医
療
機
関
に
長
期
入
院

し
て
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

１　

高
齢
者
世
帯

　
　

歳
以
上
（
昭
和　

年
１
月
２
日
以
前
生

６５

１８

ま
れ
）
の
者
の
み
の
世
帯
（
こ
れ
に
平
成
元

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
が
加
わ
る
世

帯
を
含
み
ま
す
）

２　

障
害
者
世
帯

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、
療
育
手

帳
（
Ａ
判
定
）、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
級
）
所
持
者
又
は
特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
の
い
る
者

福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
事
業
を

実
施
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
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奨奨

学

生

の

募

集

学

生

の

募

集

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成　

年
４
月
１
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
、
遺

１７
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
期

限
は
今
月
（
３
月　

日
）
ま
で
と
な
っ
て
い

３１

ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
消
滅

し
ま
す
。

　

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
者

　

２　

戦
没
者
等
の
子

　

３　

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
な
か
っ
た
方
等
は
除
き
ま
す
）　

　

４　

前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹

　

５　

前
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の

親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
り
ま
す
）

給
付
内
容　

額
面　

万
円
、　

年
償
還
の
記

４０

１０

名
国
債

●問
 
　

福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　

平
成　

年
度
か
ら
水
道
の
検
針
業
務
を
業

２０

者
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
４
月
か
ら
委
託
業
者
の
検
針
員
が
お

伺
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
使
用
分
（
４
月
納
期
分
）
か

ら
水
道
料
金
納
付
書
を
圧
着
ハ
ガ
キ
で
送
付

し
ま
す
の
で
、
納
付
書
の
変
更
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●問
 
　

水
道
課
（
�
６
３
７
・
３
１
３
１
）

〜
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
迫
り
ま
し
た
〜

水
道
の
検
針
委
託
と　

　
　
　
　

納
付
書
変
更

　

勉
学
に
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
高
校
生
、
大
学
生

に
対
し
て
奨
学
金
を
貸
付
す
る
こ
と
に
よ
り

修
学
の
機
会
を
確
保
し
、
人
材
を
育
成
す
る

奨
学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
次
の
学
生
が
申
請
で
き
ま
す
。

（
１
）
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ

る
こ
と

（
２
）
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学

に
平
成　

年
度
入
学
予
定
者
で
あ
る
こ

２０

と

（
３
）
平
成　

年
度
以
降
入
学
で
現
在
、
大

１７

学
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

（
４
）
平
成　

年
度
以
降
入
学
で
現
在
、
高

１８

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
に
在
学
し
て

い
る
こ
と

（
５
）
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

※
一
定
の
所
得
以
下
で
あ
る
こ
と
（
金
額
は

平
成　

年
度
参
考
で
す
。
家
族
構
成
等
に

１８

よ
り
異
な
り
ま
す
。）

（
例
）
４
人
世
帯
（
子
２
人
）
の
目
安
所
得

　
　

総
所
得
２
、
８
０
０
、
０
０
０
円
以
下 

（
賃
貸
住
宅
の
居
住
の
場
合
） 

総
所
得

３
、
２
０
０
、
０
０
０
円
以
下

○
貸
付
月
額　

高
校
８
、
０
０
０
円
・
県
内

大
学
１
３
、
０
０
０
円
・
県
外
大
学　

　

２
０
、
０
０
０
円

○
利
息　

無
利
息
（
た
だ
し
、
正
当
な
理
由

が
な
く
期
日
ま
で
に
返
還
し
な
か
っ
た
と
き

は
、
年
７
・
２
５
％
の
延
滞
利
息
が
日
数
に

応
じ
て
か
か
り
ま
す
。）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

・
指
定
の
申
請
書
（
教
育
委
員
会
に
備
え

て
い
ま
す
。）

　

・
在
学
証
明
書
（
平
成　

年
４
月
１
日
以

２０

降
証
明
分
）

　

・
連
帯
保
証
人
（
父
母
で
も
可
）
及
び
保

証
人
（
同
一
世
帯
で
な
い
第
三
者
）
が

必
要

○
申
請
期
限　

４
月　

日
（
水
）

３０

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●問
 

・
●申
 
  
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　

２
月　

日
、
藍
寿
苑
施
設
利
用
者
の
家
族

２０

や
町
議
会
議
員
、
町
職
員
で
構
成
す
る
委
託

業
者
選
定
委
員
会
が
衛
星
管
理
体
制
や
使
用

食
材
の
安
全
性
確
保
、
地
域
貢
献
な
ど
数
項

目
に
つ
い
て
、
応
募
業
者
（
４
業
者
）
か
ら

提
案
を
受
け
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
審
査
の
結
果
、
最
も
提
案
内
容
が
優

れ
て
い
た
日
清
医
療
食
品
株
式
会
社
四
国
支

店
を
来
年
度
の
委
託
業
者
と
し
て
選
定
し
ま

し
た
。

●問
 
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
藍
寿
苑

（
�
６
９
２
・
５
１
６
６
）

４
月
か
ら
藍
寿
苑　
　

給
食
業
務
を
民
間
委
託
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平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、 

　
　
　
　
月
額
1
4
、4
1
0
円
で
す
 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録 
狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録 

　

狂
犬
病
は
、
人
や
家
畜
、
野
生
動
物
に
も

感
染
し
、
発
病
す
る
と
致
死
率
が
1
0
0
％

と
い
わ
れ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
日
本
国

内
の
動
物
で
は
昭
和　

年
以
降
発
生
し
て
お

３２

り
ま
せ
ん
が
、
世
界
中
で
は
毎
年
5
万
人
以

上
の
人
が
、
狂
犬
病
に
よ
り
死
亡
し
て
い
ま

す
。
国
際
交
流
の
盛
ん
な
現
代
社
会
に
お
い

て
は
、
い
つ
日
本
に
侵
入
し
て
き
て
も
全
く

不
思
議
で
は
な
い
状
況
だ
と
い
え
ま
す
。

　

あ
な
た
の
家
族
や
愛
犬
を
こ
の
病
気
か
ら

守
る
た
め
に
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
一

回
接
種
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
を

飼
い
始
め
た
と
き
や
ま
だ
登
録
を
受
け
て
な

い
場
合
は
、
犬
の
登
録
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
一
度
登
録
を
す
る
と
そ
の
犬
の
生
涯
に

わ
た
っ
て
有
効
で
す
。

　

な
お
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
犬
の

所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き
、
飼
い
主
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料
は
、
一
頭
に
つ

き
３
千
円
で
す
。

○
生
後　

日
以
上
の
犬
が
対
象
で
す
。

９１

○
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
一
回
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

○
当
日
は
犬
の
登
録
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

登
録
料
金
は
、
一
頭
に
つ
き
３
、
０
０
０

加
入
対
象
者

藍
住
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
、
町
内
へ
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方

申
込
受
付
期
限　

３
月　

日
（
月
）

３１

　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

申

込

先　

総
務
課

受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

申
込
に
必
要
な
も
の

　

申
込
書
（
総
務
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
）

　

保
険
料
（
ひ
と
り
１
口
に
つ
き
４
８
０
円

で
最
大
２
口
ま
で
）

保
険
対
象
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

２０

保
険
金
（
１
口
あ
た
り
）

ケ
ガ
を
し
た
と
き　

５
千
円
か
ら　

万
円

１２

死
亡
又
は
重
度
後
遺
障
害
を
永
久
に
残
し

た
と
き　

１
０
０
万
円

●問
 
　

総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う

〜
町
民
交
通
傷
害
保
険
加
入
者
募
集
〜

○
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め

で
す
。

　

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
（
変
更
）

申
出
書
」
に
よ
り
、
金
融
機
関
ま
た
は
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
保
険
料
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
は
、
事
前
に
申

込
用
紙
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
以
後
、
将
来

の
保
険
料
を
定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
が
立
替
払
い
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員
の
方
に
請
求
す

る
方
法
で
す
。
お
支
払
い
い
た
だ
け
る
保

険
料
は
、「
定
額
保
険
料
」
及
び
「
付
加
保

険
料
込
み
の
定
額
保
険
料
」
と
な
り
ま
す
。

　

「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か

　

平
成　

年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
か

１９

月
と
な
り
ま
し
た
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
老
後
の
「
老
齢
基

礎
年
金
」、
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
の

「
障
害
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
な
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、「
保

険
料
免
除
制
度
」、
学
生
で
あ
れ
ば
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●問
 
　

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　

（
�
６
５
５
・
０
２
０
０
）

円
で
す
。

●問
 
　

保
健
衛
生
課
（
�
6
3
7
・
3
1
1
5
）

平成20年度　狂犬病予防注射実施日程表

場　所時　間月日

JA板野郡住吉支所JA板野郡藍園支所１０:００～１０:３０

午　

前
４
月　

日
�

１５

馬木地福寺前徳命児童館１０:４０～１１:１０

西部児童館新居須集会所前１１:２０～１１:５０

藍翠苑住吉神社１３:００～１３:３０

午　

後
乙瀬老人憩の家小塚公民館前１３:４０～１４:１０

富吉八幡神社前勤労青少年ホーム１４:２０～１４:５０

場　所時　間月日

JR勝瑞駅前東中富児童館１０:００～１０:３０

午　

前
４
月　

日
�

１６

勝瑞児童館奥野児童館１０:４０～１１:１０

江ノ口児童館富吉児童館１１:２０～１１:５０

徳命老人憩の家春日神社１３:００～１３:３０

午　

後
四軒屋諏訪神社前正法寺西側１３:４０～１４:１０

敷地八坂神社前笠木杉尾神社前１４:２０～１４:５０
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四
国
体
育
指
導
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

　

１
月　

日
、
鳴
門
市
で
第　

回
四
国
体
育
指
導
委
員
研

２６

３９

修
会
が
開
催
さ
れ
、
町
体
育
指
導
委
員　

鍋
島
龍
夫
氏
（
勝

瑞
）
が
四
国
体
育
指
導
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

鍋
島
氏
は
、
平
成
７
年
か
ら
本
町
体
育
指
導
委
員
に
任

命
さ
れ
、
現
在
は
体
育
指
導
委
員
会
会
長
も
務
め
ら
れ
る

な
ど
本
町
の
体
育
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

分
別
の
ル
ー
ル
を
守
り
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

分
別
の
ル
ー
ル
を
守
り
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
！

リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
！

　

２
月　

日
、
笹
田
キ
ヨ
コ
さ
ん
（
矢
上
：
明
治　

年
２
月　

日
生
ま
れ
）
が
、
２
月　

日
、

１２

４１

１２

２５

藤
田
ハ
ギ
ノ
さ
ん
（
矢
上
：
明
治　

年
２
月　

日
生
ま
れ
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

４１

２５

れ
ま
し
た
。
石
川
町
長
と
中
央
福
祉
事
務
所
次
長
が
、
笹
田
さ
ん
と
藤
田
さ
ん
が
過
ご
さ
れ
て

い
る
病
院
を
訪
問
し
、
県
と
町
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

笹
田
さ
ん
は
、
ご
自
身
で
食
事
を
と
ら
れ
食
欲
も
あ
り
、大
変

お
元
気
で
す
。　

歳
頃
ま
で
農
業
を
さ
れ
、
よ
く
体
を
動
か
し

８５

て
い
た
そ
う
で
す
。
家
族
か
ら
贈
ら
れ
た
祝
着
や
祝
福
の
言
葉

に
、
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
目
が
不
自
由
で
す
が
、
ご
自
身
で
食
事
を
と
ら

れ
、
大
変
お
元
気
で
す
。
家
族
や
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
花
束

や
祝
福
の
言
葉
に
、
お
礼
を
言
い
な
が
ら
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

３
月
１
日
現
在
、
町
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
８
人
（
男
１

人
、
女
７
人
）
で
す
。

▼ 
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
▲

　

２
月　

日
、
町
民
体
育
館
で
元
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ

２３

レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
金
メ
ダ
リ
ス
ト
矢
野
広
美
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
指
導
事
業
バ
レ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
講
話
・
実
技
指
導
に
直
に
ふ

れ
あ
う
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
が
本
来
持
つ
楽
し
さ
を
よ
り
多
く
の
子
ど

も
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
運
動
の
得
意
な
子
へ
は
、
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

ま
た
、
運
動
を
得
意
と
し
な
い
子
ど
も
へ
は
、
今
後
、
日
常
的
に
外
遊

び
や
ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
む
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

矢
野
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
も
ふ
ま
え
て
「
外
で
遊
ん
だ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
仲
間
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
ス

ポ
ー
ツ
は
物
事
に
取
り
組
む
意
欲
や
気
力
と
い
っ
た
心
の
充
実
に
も

結
び
つ
い
て
い
く
。」
と
話
さ
れ
、
実
技
指
導
で
基
礎
的
な
運
動
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
指
導
を

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
参
加
し
た
約　

人
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
よ
い
刺
激
に
な
っ
た
の
で
は

５０

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
体
を
動
か
す
機
会
を
、
こ
れ
か
ら
も
つ
く
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

藤田ハギノさん 笹田キヨコさん

文
部
科
学
省
・

文
部
科
学
省
・（
財
）

（
財
）日
本
体
育
協
会
「
子
ど
も
の
体
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

日
本
体
育
協
会
「
子
ど
も
の
体
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
指
導
事
業
で
矢
野
広
美
さ
ん
来
町

ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
指
導
事
業
で
矢
野
広
美
さ
ん
来
町

　

毎
日
の
よ
う
に
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
業
で
収
集
車
に
積
み

込
ま
れ
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
各
処
理
施

設
に
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。

　

原
料
や
燃
料
と
し
て
再
生
利
用
で
き
る

資
源
ご
み
は
処
分
場
で
再
資
源
化
さ
れ
、

そ
れ
以
外
の
可
燃
ご
み
は
西
ク
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。
指

定
ご
み
袋
制
の
導
入
の
目
的
の
ひ
と
つ
で

あ
る
、「
分
別
の
徹
底
」
は
、
袋
を
半
透
明

に
し
て
種
類
別
に
色
を
変
え
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ご
み
を

分
け
や
す
く
し
、
今
ま
で
燃
や
せ
る
ご
み

や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と
し
て
一
緒
に
排

出
し
て
い
た
資
源
物
も
適
正
に
分
別
さ
れ

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
物
や
不
燃
物

が
減
少
し
、
資
源
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
ご
み
の
分
別
排
出
や
減
量

に
つ
き
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
、
住
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
収
集
日
の
変
更

　

４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
金
属
、

缶
の
収
集
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

３
月
末
ま
で
に
平
成　

年
度
の
ご
み

２０

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
が
届
い
て
い
な
い
ご

家
庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
    
（
�
６
９
２
・
７
４
１
１
）

　
 
生
活
環
境
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
６
）
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　2007年度，全６回の人権講座が修了しました。本年度の講座をふりかえり，

人権講座の研修内容をご紹介します。 
 
第１回　７月10日「もっと豊かにつながりたい～私から始める人権ワークショップ～」 

　１年間，人権講座で一緒に学ぶ受講生どうしのつながり

を深めるためのコミュニケーションスキルワークショップ

でした。コミュニケーションの大切さに気づくとともに、

グループワークを通して，身近な人権問題についても楽し

く学び，気づきの多いワークショップになりました。 

 

 　   

第２回　８月28日「２つの竹田の子守唄」　　 
　現地研修の事前学習として，「竹田の子守唄」の歴史的

背景や，この守子唄に込められたふるさとへ思いについて

深く学ぶことができました。当時の厳しい差別と子守のな

か，少女達が口ずさんだ労働歌「竹田の子守唄」を聴いて，

胸が熱くなりました。 

*守子唄…子守りの時に赤ん坊のためではなく，自分を励ますために歌っていた労働歌。 

第３回　９月11日「出会いと表現」 
　心理テストで始まった講演会。思い込みが，偏見・差
別につながっていくことに気づかされました。部落問題と

の出会いや自らが体験した結婚差別についても話していた

だきました。人権問題は差別する人たちの問題です。「関

係ない」から「関係ある」自分に変えていかなければなら

ないという話が，特に印象に残りました。 

 

第４回　11月11日　「現地研修京都市竹田フィールドワーク」　 
　差別のなかを生きぬいてきた先人の思いを受け継ぎ，歌

い，語る女性部のみなさんの笑顔が輝いていました。そこ

には，「人権文化を私たちの手で！」という熱い思いがあ

ふれていました。また，地域全体で取り組む「ふしみ人権

の集い」は，今後の人権啓発の方向性を示してくれました。 

 

第５回　12日11日　「発達障害の支援と理解」 
　自閉症，アスペルガー症候群，学習障害(LD)，注意欠陥

多動性障害(ADHD)等の発達障害について，具体的に説明

していただきました。障害を個性と捉えるためには，私た

ちが障害を理解するだけでなく，一人ひとりのニーズにあ

った充分な支援が大切だということに気づかされました。 

 

 

第６回　１月23日　「人権講座パネルディスカッション2007」 
　３人のパネラーの活動体験を踏まえたお話から「知る機

会」「学ぶ機会」を得ることの大切さを改めて感じました。

フロアーからは，藍住町をぬくもりある町にするためにも，

「身近な人を人権講座に一人連れて行こう運動」を広げよ

う等の活発な意見も出て，意義深いパネルディスカッショ

ンになりました。 

　この人権講座を藍住町の人権啓発発信基地として，みなさんと一緒に学ん

でいきたいと思っています。2008年度の人権講座もさらに充実した内容にパ

ワーアップする予定です。多くのみなさんの参加をお待ちしています。 

             　　　     藍住町人権教育推進協議会 運営部会会長　漆原　初恵 

講師：和田　敏孝さん 

講師：大湾　　昇さん 

講師：飯田ひとみさん 

講師：下川　 清さん 

コーディネーター　漆原　初恵さん 

ふしみ人権の集い実行委員会 

藍住町スローガン 

人権講座をふりかえって 

人権標語 
藍住東中学校生徒作品 

見
つ
め
よ
う
　
人
の
権
利
と
　
人
の
自
由 

２
年
　
古
田
　
綾
香 

さ
か
せ
よ
う
や
さ
し
い
心
　
な
く
そ
う
よ
差
別
す
る
心 

３
年
　
大
西
　
理
奈 

つ
く
ろ
う
よ
　
み
ん
な
笑
え
る
　
世
の
中
を 

３
年
　
中
山
　
侑
香 

捨
て
た
く
な
い
な
　
差
別
で
自
分
の
心
ま
で 

３
年
　
松
下
　
愛
美 

ま
わ
り
み
て
　
助
け
る
相
手
は
　
そ
こ
に
い
る 

３
年
　
山
　
　
潤
子 
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の
び
の
び
伸
ば
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
♪

　

だ
れ
で
も
す
ぐ

　

気
軽
に
楽
し
め
ま
す
！

日　

時　

３
月　

日
（
月
）

２４

　
　
　
　
　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

場　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
、
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル

参
加
費　

無
料
（
申
込
み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

＊
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

主　

催　

町
体
育
指
導
委
員
会

●問
 
　

教
育
委
員
会
（
�
6
3
7
・
3
1
2
8
）

　

春
を
探
し
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

　

約
６
㎞
の
コ
ー
ス
で
す

日　

時　

３
月　

日
（
日
）
午
前
９
時　

分

１６

４５

〜
正
午
（
午
前　

時
出
発
）

１０

集
合
場
所　

緑
の
広
場
・
管
理
棟
前　
　
　

参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料
）
☆
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
９
時　

分
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
ま
す
。

４５

※
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●問
 
　

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　

無
理
な
く
楽
し
め
る
運
動
方
法
を
一
緒
に

学
び
ま
せ
ん
か
。
ご
家
族
、
お
友
達
を
お
誘

い
の
上
、
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月　

日
（
火
）

１８

　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

５０

内　

容　

午
前
9
時　

分
か
ら
受
付

50

　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分　

10

11

30

講
義
「
生
活
の
中
に
運
動
を
！
〜
楽
し

く
減
ら
そ
う
内
臓
脂
肪
〜
」

講
師　

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
准
教
授

三
浦 
哉　

先
生

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

11

30

11

50

　
　
　
　

健
康
習
慣
ア
ド
バ
イ
ス　
　

場　

所　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

３
月　

日
（
月
）

１７

＊
簡
単
な
運
動
を
行
い
ま
す
。
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●申
 
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

日　

時　

３
月　

日
（
月
）

２４

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

場　

所　

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

内　

容　

健
康
づ
く
り
の
食
生
活
に
つ
い
て

の
説
明
、
お
か
ら
ク
ッ
キ
ー

※
ク
ッ
キ
ー
を
焼
い
て
い
る
間
に
お
も

ち
ゃ
（
コ
マ
）
を
作
り
ま
す
。

対　

象　

小
学
生
（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

準
備
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

　
　
　
　
　
　
　

手
ふ
き
の
タ
オ
ル

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　

無
料

申
込
期
間

　
　
　
　

３
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
金
）

１７

２１

主　

催　

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
生
活
環
境
部

●申
 

・
●問
 
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
） 

　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
４
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
季
節
感
あ
ふ
れ
る
お
料
理
、
お
菓
子
作

り
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
計
算

さ
れ
た
お
料
理
、
お
菓
子
を
作
っ
て
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
女
性
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

講　

師　
　

佐
藤
絹
代
先
生

〇
料
理
教
室

　

受
講
期
間　

４
月　

日（
木
）〜
９
月　

日（
木
）

１０

１１

　
　
　

毎
月
第
２
木
曜
日　

午
前
９
時
か
ら

　

募
集
人
数　
　
　

人
１８

　

受
講
料　

無
料
（
材
料
費
３
、
０
０
０
円
）

　

受　

付　

３
月　

日
（
水
）
か
ら

１９

〇
お
菓
子
教
室

　

受
講
期
間　

４
月　

日（
木
）〜
９
月　

日（
木
）

２４

２５

　
　
　

毎
月
第
４
木
曜
日　

午
前
９
時
か
ら

　

募
集
人
数　
　

人
１８

　

受
講
料　

無
料
（
材
料
費
３
、
０
０
０
円
）

　

受　

付　

３
月　

日
（
水
）
か
ら

１９

＊
両
講
座
へ
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
が
、

参
加
は
全
課
程
受
講
で
き
る
方
に
限
り
ま

す
。
ま
た
、
材
料
費
は
前
納
し
て
頂
き
、

休
ま
れ
た
場
合
も
返
金
し
ま
せ
ん
。

＊
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆　
　
　
 

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

み
ん
な
で
歩
こ
う
会

「
春
間
近　

桜
づ
つ
み
公
園
」
へ

運

動

教

室

手
作
り
お
や
つ
教
室

料
理
・
お
菓
子
教
室

　
　
　
　

前
期
受
講
生
募
集
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＊
募
集
人
数
が
極
端
に
少
な
い
場
合
は
、
開

講
で
き
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

＊
材
料
等
の
都
合
に
よ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
が
変

更
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。

＊
開
講
間
近
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、

代
理
の
方
を
探
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●申
 

・
●問
 
　

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（
�
６
９
２
・
６
２
６
６
）

　

国
際
交
流
協
会
（I’

s

）
で
は
、
今
年
、

協
会
設
立
5
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
国

際
交
流
や
国
際
理
解
に
関
す
る
俳
句
・
川
柳

を
募
集
し
ま
す
。
海
外
で
の
体
験
や
外
国
の

方
々
と
の
触
れ
合
い
、
普
段
の
生
活
の
中
で

考
え
る
国
際
理
解
な
ど
、
俳
句
・
川
柳
に
し

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

5
月　

日（
木
）ま
で

１５

応
募
方
法

は
が
き
、F

a
x

、E
-m
a
il

（
一
人
複
数
句
可
能
）

表　

彰　

国
際
交
流
協
会
総
会
に
て
表
彰

最
優
秀
賞
1
点
（
1
万
円
、
若
し
く
は

1
万
円
相
当
の
図
書
カ
ー
ド
）

優
秀
賞　

3
点
（
5
千
円
、
若
し
く
は

5
千
円
相
当
の
図
書
カ
ー
ド
）

●応
 

・
●問
 

国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　

（
�
6
9
2
・
1
6
2
6
）

　

〒
7
7
1
�
1
2
0
3

　
　

奥
野
字
矢
上
前
3
2
�
1

E
-m
a
il:a
izu
m
i_
k
o
k
u
sa
i@
g
a
rn
e
t.

n
m
t.n
e
.jp

「
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
救
う
た
め
に
」

あ
な
た
も
覚
え
て
く
だ
さ
い
！

　

消
防
署
で
は
一
人
で
も
多
く
の
方
を
救
命

す
る
た
め
に
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
習
内
容

　

①
呼
吸
や
脈
拍
が
触
れ
な
く
な
っ
た
傷
病

者
に
対
し
て
行
う
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

扱
も
含
む

　

②
大
出
血
時
の
止
血
法

講
習
時
間　

３
時
間

講
習
日
時　

４
月　

日（
日
）午
後
１
時
〜
４
時

２０

講
習
場
所　

板
野
東
部
消
防
組
合
第
１
消
防
署

定　

員　
　

人
（
先
着
順　

松
茂
、
北
島
、

３０藍
住
町
民
）

　

＊
申
込
者
が　

人
以
下
の
場
合
は
次
回
開

１０

催
日
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

講
習
締
切　

講
習
日
の
１
週
間
前

受
講
料　
　

無
料

※
事
業
所
、
町
内
会
、
各
種
グ
ル
ー
プ
等
に

国
際
交
流
や
国
際
理
解
に
つ
い
て
の

俳
句
・
川
柳
の
募
集

救
命
講
習
会
開
催

お
い
て
、
参
加
人
員　

人
以
上
に
つ
い
て

１０

は
随
時
受
付
し
ま
す
。

  
（
実
施
場
所
、
時
間
等
に
つ
い
て
も
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。）

※
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
救
命
講

習
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

●申
 

・
●問
 
　

板
野
東
部
消
防
組
合
警
防
課

　
　
　
　
　
　
　

（
�
６
９
８
・
９
９
０
３
）

　

６
月
〜
９
月
に
か
け
て
、
実
技
試
験
と
学

科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

職　
　

種　

造
園
・
機
械
加
工
・
と
び
・
左

官
な
ど　

職
種

３０

申
込
期
間　

４
月
３
日
（
木
）
〜　

日
（
水
）

１６

受
付
場
所　

県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
鳴
門

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
牟

岐
町
商
工
会

●問
 
　

県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
　
　
　
　
　

（
�
６
６
３
・
２
３
１
６
）

　

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
関
心

や
意
見
を
お
持
ち
の
方
（
満　

才
以
上
）
で
、

２０

総
務
省
や
電
気
通
信
事
業
に
勤
務
経
験
の
な

い
方
（
ご
家
族
を
含
む
）
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
応
募
締
切
は
、
４
月
４
日

（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

技
能
検
定
試
験

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

　

応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

四
国
総
合
通
信
局
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●問
 
　

四
国
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

　
　
　

（
�
０
８
９
・
９
３
６
・
５
０
４
２
）

Ｈ
Ｐ
h
ttp
://w

w
w
.s
h
ik
o
k
u
-b
t.

g
o
.jp
/

●問
 
　

人
事
院
四
国
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　
　
　

（
�
０
８
７
・
８
３
１
・
４
７
６
５
）

　
　

Ｈ
Ｐ
h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/

平
成　

年
度

２０

　
　

国
家
公
務
員
採
用
試
験

平成２０年度国家公務員採用試験日程

（大学卒業等程度）

第１次試験日申込受付期間試験の種類

５月４日（日）４月１日（火）～８日（火）国家公務員採用Ⅰ種試験

６月２２日（日）４月１１日（金）～２２日（火）国家公務員採用Ⅱ種試験

国税専門官採用試験

６月１５日（日）４月１日（火）～１４日（月）労働基準監督官採用試験

法務教官採用試験

（高等学校卒業程度）

第１次試験日申込受付期間試験の種類

５月１８日（日）４月１日（火）～８日（火）
海上保安学校学生採用試験
（特別）

マスコット：あいあい

自動体外式除細動器（AED）
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受講期間　４月８日（火）～９月３０日（火）   
受講資格　町内在住又は、在勤者で２０歳以上の方。（学生を除く）
申込期間　３月１７日（月）～２３日（日）午前９時～午後５時
　　　　　＊締切後も定員に余裕がある講座は、引き続き受付します。
●問 　コミュニティセンター事務所（�６３７・３１３０　火曜日休館）
　　教育委員会　　　　　　　　（�６３７・３１２８）
　　＊火曜日のみ教育委員会で受付します。
◎各講座とも定員を超えた場合は、初めての方を優先して抽選を行います。
抽 選 日　３月２４日（月）　午前１０時（公開抽選　コミュニティセンター研修室）

平成20年度 

コミュニティセンター 

前期教養講座 

平成20年度 

コミュニティセンター 

前期教養講座 

対　象　町内在住の小学生～高校生（団によって異なります。）
●申 ・●問 　各団の連絡先または教育委員会（�６３７・３１２８）

入　団　連　絡　先種　目　　　団　名入　団　連　絡　先種　目　　　団　名

藤本　　伸（�６４１・２５２８）

野口　章一（�６９２・８４５３）
久米　靖二

（�０９０・１５７２・３３２９）

原　多三夫（�６９２・５７８０）

藤本　健治（�６９２・５１６８）

藍原　　実（�６９２・２０５２）

山添　栄次（�６７２・５３６８）

賀治　達也（�６９２・７７４７）

米田　耕一（�６７２・６９７５）

バドミントン
　藍住エンジェル
卓球
　徳島ムーミンクラブ
　藍愛クラブ

剣道
　藍住剣道
合気道
　合気道藍住
柔道
　藍住真導
日本拳法
　日本拳法藍住
少林寺拳法
　少林寺拳法藍住
女子サッカー
　板野プリマヴェーラＦＣ

渡辺　英二（�６９２・７７２７）
矢野　克浩（�６９２・７４１７）
新田　耕資（�６４１・０３８３）
笹田　善弘（�６４１・３６６２）
松尾　一志（�６９２・９３１９）

吉原　良司（�６９２・８６７４）
中島　　博（�６９２・５２６６）
佐伯　雄太（�６９２・０３７２）

松田　道雄（�６９２・５７５５）
大西　幸和（�６７２・６５０６）
平田　　誠（�６９２・６１０１）
鍋島　龍夫（�６４１・１９９６）
北野　裕史（�６９２・３６７８）

重見　高博（�６９２・７０３６）

白川　　潔（�６９２・４８２９）

 野球
　藍住南タイガース
　藍住西ファイターズ
　藍住北キング
　藍住東ジャイアンツ
　藍住西イレブン
サッカー
　藍住北サッカー
　オスト少年サッカークラブ
　藍住南ＦＣ
 女子バレーボール
　藍住南ジュニアバレー
　藍住西ジュニアエース
　藍住北斗七星
　藍住東ＪＶＣ
　アタック藍住ＪＶＣ
バスケットボール
　藍住フェニックス
 女子ソフトボール
　藍住ちどり

スポーツ少年団 団員募集

 ※受講日は、都合により変更する場合があります。

場　所用意する物教 材 費受 講 料定 員時 間曜　日講　座　名

研 修 室筆 記 用 具テキスト代3,500円20人午後３時～４時
第１・３
土曜日

唄民　

謡 研 修 室
筆 記 用 具

三味線用具一式
テキスト代3,500円15人午後４時～５時三 味 線

藍 工 房
花切ばさみ・新聞紙
ごみ袋・台拭き・水入れ

花　材　代
（半年１１,０００円程度）

5,000円
（１年分）

10人午後７時３０分
　　　～９時

第２月曜日フ ラ ワ ー
アレンジメント 10人第４月曜日

藍 工 房
筆 記 用 具
雑　 　 巾

材　料　代3,500円
10人

午後７時～９時

第１・３
金曜日

陶　　　　芸
（初　級）

10人
第２・４
金曜日

陶　　　　芸
（中　級）

研 修 室
文　化　箏
筆 記 用 具

テキスト代4,000円 15人午後３時～５時
第２・４
土曜日

文　 化　 箏
（入　門）

研 修 室筆 記 用 具テキスト代4,500円10人
午前１０時　　　
　　～１１時３０分

毎週土曜日
中　 国　 語
（入　門）

和　　室帛 紗 一 式
生　菓　子
抹　茶　代
程　　　度

4,000円
  7人

午後２時～４時
(全10回）第２・４

金曜日
茶道（裏千家）

  7人
午後６時～８時
(全10回）

藍 工 房
密封容器、下敷、ウエットティッ
シュ、小筆、ヤスリ、カッター

銀 粘 土代
月2,000円程度

5,000円  7人午前１０時～１２時
第２・４
土曜日

銀　 粘　 土

藍 工 房
花切ばさみ・花包
雑巾・筆 記 用 具

花　材　料
テキスト代

2,500円20人午後２時～４時
第１・３
木曜日

小 原 流い
け
ば
な 藍 工 房

花切ばさみ
筆記用具・雑巾

花材代　テキスト代
花留・花器（嵯峨御流用）

2,500円20人
午後７時３０分　
　　～９時３０分

第１・３
木曜日

嵯峨御流
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一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
こ
と
じ
」　
　
　

（
６
９
４
・
６
６
０
６
）

「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー　

（
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
９
３
・
０
０
３
２
）

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業

日　

時　

３
月　

日
（
土
）

２２

場　

所　

町
民
シ
ア
タ
ー　

（
役
場
４
階
）

○
講
演
会　

午
前　

時
か
ら

１１

片
山
真
智
子
さ
ん
を
囲
ん
で
ト
ー
ク
・

ト
ー
ク

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
軸
に
、
子
ど

も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

相

談

 
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

○
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
世
界
で
あ
そ
ぼ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
か
ら

３０

〜
紙
飛
行
機
を
と
ば
そ
う
〜

ち
び
っ
こ
文
庫　

片
山
真
智
子
さ
ん
と

楽
し
く
遊
ぼ
う
。
読
み
聞
か
せ
も
あ
る

よ
。（「
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
お
お
そ
う
じ
」

他
）

主　

催　

読
書
活
動
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　

「
よ
み
っ
こ
」

●問
 
　

教
育
委
員
会
内
「
よ
み
っ
こ
」
事
務
局

　
　

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら  

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会  

　

毎
月
第
２
、第
４
水
曜
日 

　

３
月　

日（
水
）・
４
月
９
日（
水
）  

２６

　

午
前　

時　

分
か
ら　

１０

３０

★
井
隈
読
書
会　

　

４
月
３
日（
木
）　

午
前　

時 
か
ら

１０

〈
４
月
の
課
題
図
書 
〉

　

「 
生
協
の
白
石
さ
ん 
」　

白
石
昌
則 
著

★ 
パ
ン
ク
魚
屋　

個
展

　

３
月　

日（
土
）ま
で　

図
書
館
閲
覧
室

２２

★ 
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

３
月　

日（
日
）　

午
後
６
時
か
ら

２３

　

図
書
館
閲
覧
室

●
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

　

祝
日
（
春
分
の
日
）
…
３
月　

日
（
木
）

２０

●問
 
 
図
書
館（
� 
6
9
2
・
0
0
7
0
）

藍
住
ふ
れ
あ
い
学
級
美
術
展

期　

間　

4
月
3
日
（
木
）
〜　

日
（
火
）

２９

　

阿
波
藍
の
美
し
い
色
彩
に
藍
染
の
魅
力

と
興
味
を
持
ち
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
造

る
楽
し
さ
を
実
感
。
識
字
講
座
受
講
生
が

仕
上
げ
た
力
作
を
並
べ
、
出
展
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
繰
り
合
わ
せ
の

上
ご
高
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

地
元
特
産
品
募
集

　

あ
い
ず
み
名
産
、
新
た
な
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
、
手
づ
く
り
食
品
、
観
光
名
物
土
産

品
な
ど
を
開
発
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募

者
に
は
優
秀
賞
・
準
優
賞
、
賞
状
参
加
者

贈
呈
。

応
募
締
切　

4
月　

日
（
水
）

３０

　
　
　
　
　

特
産
品
開
発
研
究
グ
ル
ー
プ

●問
 
　

藍
の
館
（
�
6
9
2
・
6
3
1
7
）

４
月　

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト

○ホームゲームご案内

　４月20日（日）　　 １６：００～  VS  水戸ホーリーホック

　４月29日（火・祝）１３：００～  VS  サンフレッチェ広島

　５月６日（火・祝）１６：００～  VS  ザスパ草津

（試合会場：ポカリスエットスタジアム）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
国
民
生
活
金
融
公
庫
）

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー

ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
、
入
学
時
や
在
学
中

に
必
要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
な

制
度
と
し
て
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
融
資
金

額
は
、
学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
２
０
０
万

円
以
内
、
返
済
期
間
は
１
０
年
以
内
で
す
。

●問
 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
�
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）、０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６
）

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
徳
島
支
店

　
　
　
　
　
　

（
�
６
２
２
・
７
２
７
１
）

片
山
真
智
子
さ
ん
講
演
会
＆

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
世
界
で
あ
そ
ぼ
う
」
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こんにちは赤ちゃん こんにちは赤ちゃん こんにちは赤ちゃん 2月 おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます おくやみ申し上げます 

いきいきサロンのご案内 

2月 

藍 住 歌 壇 
い
つ
も
よ
り
少
し
濃
い
め
に
ル
ー
ジ
ュ
ひ
き
今
日
よ
り
わ
れ
は
一
歩
踏
み
出
す 

岡
田
　
博
子 

ひ
よ
こ
に
は
な
れ
な
い
た
ま
ご
を
取
り
出
し
て
か
が
や
い
て
い
る
ボ
ウ
ル
に
落
と
す 

永
田
　
　
愛 

は
ろ
ば
ろ
と
時
空
抜
け
き
て
東
欧
の
し
ぐ
る
る
街
を
行
き
交
う
ひ
と
り 

四
宮
　
千
代 

冴
え
ざ
え
と
寒
の
夜
空
に
き
ら
め
け
る
大
麻
山
の
嶺
の
一
灯 

山
本
　
藍
香 

山
桃
の
木
に
夫
手
作
り
の
巣
箱
か
け
花
鳥
を
待
つ
春
遠
か
ら
じ 

青
木
み
ど
り 

ヒ
ア
シ
ン
ス
あ
た
る
ひ
か
り
の
和
ら
ぎ
に
つ
ぼ
み
は
仄
と
色
づ
き
に
け
り 

木
元
　
由
美 

中
の
嬢
と
呼
ば
れ
し
友
は
噂
の
み
あ
あ
ち
ゃ
ま
死
す
と
聞
き
て
久
し
き 

大
塚
　
　
容 

あ
か
ん
ぼ
の
匂
い
の
残
る
部
屋
に
座
し
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
解
け
ゆ
く
時
間 

山
本
枝
里
子 

地域の子どもは、
地域で守り育てましょう�
　子どもは、私たちの宝です

　　藍住町青少年健全育成会議

　　藍住町民生児童委員協議会

　　板野西部青少年補導センター

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや

健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地域老人憩の家で開

催しますので、お気軽にご参加ください。

内　　容場　　所時　　間曜日開催日

健康チェック
救急法

東中富老人憩の家午後１時３０分～３時金３月２１日

健康チェック
折り紙

乙瀬老人憩の家午前９時３０分～１１時 月３月２４日

健康チェック
健康の話

奥野老人憩の家午後１時３０分～３時月３月２４日

健康チェック
カラオケ

西部老人憩の家午後１時３０分～３時火４月１日

健康チェック
楽しく健康体操

富吉老人憩の家午後１時３０分～３時水４月２日

健康チェック
楽しく健康体操

東部老人憩の家午後１時３０分～３時月４月７日

年齢・住所に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

内容：健康チェック（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

●問   社会福祉協議会 （� 692・9951）
　　保健センター　（� 692・8658）

（住　　所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

住吉字千鳥ヶ浜ひとみ・俊政男（としき）俊希藤村

奥野字原美枝・将彦男（はやと）颯澄河内

富吉字岸ノ下理恵・政輝女（あおい）葵衣宇津

奥野字猪熊育子・克彦女（はるか）陽翔仁田

住吉字神蔵恵実・裕次女（ゆいか）結華高瀬

富吉字穂実千菜・政和女（あ　ゆ）愛結小原

奥野字乾彩・正勝女（こはる）小桜美馬

奥野字山畑薫・慎治女（ゆいか）唯花井原

矢上字安任忍・健司女（み　ゆ）美夢楠本

奥野字西中須純子・卓男（る　い）琉偉石田

勝瑞字成長彩加・純司女（ゆきな）倖奈山下

富吉字豊吉希実・信一郎女ほのか木内

東中富字東傍示道子・正志女（なのん）菜音田中

勝瑞字正喜地真知子・真士男（しょうま）翔真山本

徳命字前須西梨絵・陽介女（あ　や）彩清水

徳命字名田美穂・勝彦女（ゆうな）友菜谷口

乙瀬字青木真理・圭児女（あおい）碧依木村

奥野字猪熊真澄・恒介女（さとこ）聡子安田

（住　　所）（年　齢） （氏　名）

住吉字若宮歳９５酒井　シゲリ

奥野字猪熊歳９３法中　政江

乙瀬字中田歳８３三木　精一

矢上字北分歳７７生越　貞吉

奥野字矢上前歳９３上田　はるよ

乙瀬字乾歳７１吉岡　清光

徳命字元村歳８１斎藤　久夫

徳命字前須西歳７５熊本　力

勝瑞字正喜地歳６３坂井　富子
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

増田クリニック 
TEL：088－693－3020
藍住町役場東500m

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科 

月 

○ 

○ 

火 

○ 

○ 

水 

○ 

○ 

木 

○ 

金 

○ 

○ 

土 

○ 

診療時間 

午前9：00～12：30 

午後2：30～ 6：30 5：30 
まで 

たなもと耳鼻咽喉科 
　　　　 クリニック 

TEL 088-683-3987（サンキューハナ） 
診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科 

診療時間 月 火 水 木 金 土 

じ び いん こう か 

マルナカ成長店　南200m  エネオスはいる   8：45～12：00 

14：30～18：30
西條北島線 

はなまるうどん 

マルナカ成長店 

陸運局 

エネオス 
GS

サティア 

四国三郎橋 

N

徳島環状線 

洋服の青山 

たなもと 
耳鼻咽喉科 

●携帯電話 インターネットから順番予約 
get1052@paa. jpへ空メール 

３月19日（水曜日）午前・午後（翌日 
祝日のため）診察しております。 

シ
ル
バ
ー
大
学
で
交
通
安
全
劇

　

２
月　

日
、
町
民
会
館
で
町
シ
ル
バ
ー

２５

大
学
式
が
開
催
さ
れ
、
交
通
安
全
教
育
指

導
員　

人
で
結
成
さ
れ
た
「
ひ
ま
わ
り
劇

１６

団
」
に
よ
る
「
飲
ん
だ
ら
の
れ
ん
阿
波
の

道
・
無
事
故
で
長
生
き
楽
し
い
余
生
」
と

題
し
た
交
通
安
全
劇
や
、
交
通
安
全
反
射

剤
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
防
止
や
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
劇
は
、
会

場
に
集
ま
っ
た
高
齢
者
の
方
に
分
か
り
や

す
く
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
楽
し
ん
で
学
べ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
夕
方

に
高
齢
者
の
事
故
が
多
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
反
射
剤
着
用
時
に
車
の
ラ

イ
ト
で
反
射
す
る
効
果
を
実
際
に
見
て
も
ら
い
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
か
ら
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
、
交
通
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル

を
守
り
、
事
故
の
な
い
街
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
と
な
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

確　　　　　認　　　　　先

掲載ページ
AIテレビ
の放送　

HPの掲載
担当課へのお問い合わせ

記　　事　　名
電話番号担　当　課

４ページ○○637・3115保健衛生課後 期 高 齢 者 医 療
６ページ○637・3114福 祉 課福祉灯油購入費助成事業

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け
しています。
もし、ご近所で広報が届いていないお宅があ
りましたら企画調整課（�637・3124）まで
お知らせください。

広報あいずみ 毎月15日新聞折り込みで
AIテレビ 静止画放送
町政だより 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載
ホ－ムペ－ジ　URL  http://www.town.aizumi.tokushima.jp
　　　　　　E-mail  aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

ま
ち
の
情
報
は

「平成8年12月以前に旧姓で年金に加入
していた方は、ご注意ください」

　年金記録もれにはさまざまなケースが考えられ

ますが、とりわけ多いのが、平成9年の基礎年金

番号導入前に旧姓で年金制度に加入した場合。基

礎年金番号に結びつかない年金記録の中には、結

婚等により名字を変更していると考えられる記録

が多く含まれています。

　まずは、次の方法でご自身の年金記録をご確認

ください。

①社会保険事務所または年金相談センターで

②「ねんきん特別便専用ダイヤル」（0570-058-555）で

③インターネット（ユーザID・パスワード）で

※社会保険事務所等の所在地、開庁時間やイン

ターネットでの年金記録の照会申込みなどについ

ては、社会保険庁ホームページにてご案内してい

ます。

政府広報

社会保険庁サイト�http://www.sia.go.jp/


